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長谷田公子 

TEL・FAX 25-1130 

八幡町 44 

総務常任委員 

少子高齢化対策特別委員 

手
控
え
た
と
い
う
声
は
聞
こ

え
て
こ
な
い
。
」
と
い
う
冷
た

さ
で
す
。 

市
独
自
の
助
成
策 

求
め
た
党
議
員
団 

党
議
員
団
は
、
こ
の
よ
う

な
負
担
増
に
対
し
て
昨
年
度

か
ら
、
市
独
自
の
助
成
制
度

を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

今
年
か
ら
は
、
大
幅
な
介

護
保
険
料
値
上
げ
や
利
用
制

限
も
始
ま
り
ま
し
た
。
運
動

の
中
で
実
現
さ
せ
た
保
険

料
・
利
用
料
の
減
免
制
度
の

い
っ
そ
う
の
活
用
と
拡
充
な

ど
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ

た
運
営
を
す
べ
き
、
と
迫
り

ま
し
た
。 

オ
ー
ト
は
、
今
… 

最
高
時
に
は
二
六
億
円 

の
累
積
赤
字
を
出
し
た
オ

ー
ト
事
業
に
対
し
て
、
党

議
員
団
は
第
三
者
に
よ
る

再
建
検
討
組
織
設
置
を
、

と
提
案
し
て
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
、
経
営
再
建
審

議
会
が
設
置
さ
れ
、
日
本

小
型
自
動
車
振
興
会
へ
の

交
付
金
を
延
納
し
、
土
地

を
売
り
、
よ
う
や
く
累
積

赤
字
を
十
三
億
九
千
万
円

に
ほ
ぼ
半
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
単
年
度
会

計
で
黒
字
と
な
っ
た
の

は
、
一
定
の
前
進
で
す
。 
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合
併
後
初
の
通
年
決
算 

九
月
定
例
会
で
は
、
合
併
後

初
め
て
の
通
年
決
算
と
な
っ

た
昨
年
度
の
諸
会
計
決
算
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

一
般
会
計
は
、
総
額
約
六
四 

九
億
四
千
万
円
。
予
算
段
階
よ

り
大
幅
に
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
れ
を
減
ら
し
、
基
金

の
残
高
を
前
年
度
末
よ
り
多

い
五
八
億
円
余
と
し
ま
し
た
。 

合
併
前
と
比
べ
る
と
、
約
十 

五
億
円
借
金
が
減
り
、
借
金
返 

し
に
回
す
お
金
も
減
り
ま
し

た
。
比
較
的
に
良
い
財
政
状
態

で
、
全
国
の
市
の
中
で
も
上
位

と
い
っ
て
い
ま
す
。 

財
政
状
態
良
い
の
に 

福
祉
、
教
育
費
は
削
減 

財
政
健
全
化
の
目
的
を
聞

く
と
、
ま
ず
最
初
に
帰
っ
て
く

る
の
が
「
自
由
に
使
え
る
一
般

財
源
を
十
分
確
保
す
る
こ

と
。
」
と
い
う
答
で
す
。
「
投
資

的
経
費
だ
け
で
な
く
、
教
育
・

福
祉
な
ど
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
財
政
運
営
を
し
た
い
。
」
と

い
い
な
が
ら
、
子
ど
も
が
増
え

無料生活法律相談会 
毎月第４月曜午後６時～

弁護士と市議会議員が親身に相談に応じます。

要 予 約 。 左 記 議 員 ま た は 地 区 党 事 務 所

（25-4854）までお気軽にお問い合わせくだ

さい。緊急の相談にも、応じます。

12 億円の大観覧車は“観光拠点”になるか？ 
―「PA周辺の開発構想も、収支計画もなし」のずさんさ。 

    地元からも中止求める声。市は計画凍結・見直しを！ 

お
金
が
な
い
と 

施
設
に
入
れ
な
い
！

昨
年
の
十
月
か
ら
、
介
護
施

設
の
利
用
・
入
所
者
の
食
費
と

居
住
費
が
全
額
自
己
負
担
に

な
り
ま
し
た
。 

月
の
負
担
が
七
～
八
万
円

だ
っ
た
大
部
屋
も
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
十
三
～
十
五
万
円
に

は
ね
あ
が
り
ま
し
た
。
年
金
で

は
足
り
ず
退
所
す
る
人
、
順
番

が
来
て
も
入
所
を
あ
き
ら
め

る
人
、
家
族
が
必
死
で
や
り
く

り
し
て
入
所
を
維
持
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
悲
鳴
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。 

市
は
、
実
態
調
査
も
せ
ず
に

「
本
人
や
家
族
か
ら
、
利
用
を

北島元雄 

TEL・FAX 24-8410

波志江町 3626 

文教福祉常任委員 

議会運営委員他 

高
齢
者
い
じ
め
の
介
護
保
険

改
悪
に
調
査
も
対
策
も
無
し 

完成は緑化フェア

本番終了後？！   
９月議会には、６月議会で

発表された波志江沼環境ふれ

あい公園に高さ８５mの大観

覧車を１２億円かけて設置す

るという計画に沿った補正予

算案も、提出されました。 
 市は、全国都市緑化ぐんま

フェアの目玉として、この観

覧車を計画したはずでした。

ところが、観覧車ができあが

るのはフェアの開催期間

（2008年 3月～6月）後です。

そこで、伊勢崎会場だけは 11
月までフェアの期間を延長す

ることになりました。 

パブリックコメン

トも賛否両論 
市はこの観覧車を、新市の

２０万市民の心をひとつにす

るランドマーク（目印）にし

たい、といっています。   

しかし、市が８月に実施し

たパブリックコメント（意見

募集）では、賛成・反対がほ

ぼ半々です。「そんなお金があ

るのなら、福祉、介護、教育

に回して欲しい。」というの

が、市民の切実な声です。 
このように意見が分かれる

ものをムリヤリつくって、市

民の心が一つになるのでしょ

うか？  

本音は PA 周辺 

開発の“呼び水” 
市は、波志江にできる北関

東道のパーキングエリアに

ETC（料金カード払いシステ

ム）専用のインターチェンジ

を作りたい、パーキングエリ

ア周辺を民間に開発してほし

い、という構想を持っていま

した。 
ところが、民間が出てきて

くれないので市が投資して観

光拠点を作るのだ、というの

です。 
採算を考え民間がやらない

ことを、市が税金でやる意味

があるのでしょうか？その後

に民間が出てくる保障も、あ

りません。 
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た
茂
呂
小
、
剛
志
小
、
宮
郷
中

で
プ
レ
ハ
ブ
教
室
を
作
り
、
鉄

筋
校
舎
と
比
べ
一
億
七
千
万

円
を
浮
か
せ
ま
し
た
。
赤
堀
東

小
で
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
木

の
壁
で
仕
切
り
教
室
に
し
ま

し
た
。 

最
低
限
必
要
な
教
育
施
設

を
安
上
が
り
に
済
ま
せ
た
り
、

境
地
区
で
継
続
を
求
め
る
声

が
高
か
っ
た
高
齢
者
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
を
廃
止
し
た
り
、

敬
老
祝
い
金
を
五
年
毎
に
し

て
浮
か
せ
た
お
金
を
、
必
要
の

無
い
大
型
事
業
に
回
す
の
で

は
、
逆
さ
ま
で
す
。 

こんなに増えたお年寄りの負担！ 
《2005 年度～》 

●介護施設の食費・居住費

の自己負担化 
（市全体で年額にして 

 ３億４千８百万円の負担

増） 

 

《2006 年度》 

●市・県民税の値上げ 
（市全体で年額 

２億３百万円の負担増） 

●介護保険料の値上げ 
（市全体で年額 

４億１千万円の負担増） 

基本構想も 

収支計画もなし 
驚いたことに、市は開発の

基本構想も大観覧車の収支計

画も無いまま事業を始めよう

としています。 
しかも、先々は華蔵寺公園

遊園地を廃止し、観覧車周辺

に移設したいというのです。

遊園地移設、駐車場整備とな

れば、税金投入も広がります。

安さと交通の便の良さが人

気の華蔵寺公園遊園地なの

に、移設すれば値上げは必至。

ETC 利用者中心の利用となれ

ば客も減り、結局赤字のもと

です。 

建設計画は凍結、 

見直しを 
建設予定地の近隣住民から

建設中止を求める陳情が市長

と議会に対して出され、署名

活動も始まりました。市は計

画を凍結し、見直すべきです。

日本共産党市議団ホームページ http://www.jcp－isesaki.net/ 


